
埼
玉
西
部
地
区
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
抄
録

　
過
度
な
円
高
の
一
段
落
な
ど
で
国
内
景
気
に
薄
日
が
差
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定
や
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
成
功

な
ど
明
る
い
話
題
も
こ
の
と
こ
ろ
相
次
ぐ
。
２
０
１
４
年
４
月
に
は
消
費
税
ア
ッ

プ
の
観
測
が
控
え
、
国
内
経
済
は
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
だ
が
、
い
ず
れ
避
け
て
通

れ
ぬ
道
で
も
あ
る
。
さ
て
、
埼
玉
西
部
地
域
は
首
都
圏
に
お
い
て
技
術
企
業
が
集

積
す
る
国
内
モ
ノ
づ
く
り
の
要
衝
だ
。
同
エ
リ
ア
に
拠
点
を
置
く
主
要
各
社
の
最

新
動
向
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

順
不
同

ランディングギア

埼玉西部地域企業新たな成長軌道に乗る
　　 ２０１３年 平成２５年 ９月２６日 木曜日 【企画特集】 （ ）

欧
州
向
け
　
　

航
空
機
部
品
受
注

　
三
芳
合
金
工
業
は
、
欧
州

向
け
に
航
空
機
の
足
回
り
用

軸
受
部
品
を
初
受
注
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
航
空
機
部
品
大

手
メ
シ
ア
・
ブ
ガ
ッ
テ
ィ
社

か
ら
銅
合
金
製
品
に
関
す
る

品
質
認
定
を
受
け
、
採
用
が

決
ま
っ
た
。
現
在
、
秋
口
に

か
け
て
の
納
期
逼
迫
が
予
想

ひ
っ
ぱ
く

さ
れ
る
た
め
「
鍛
造
工
程
を

除
き
、

時
間
の
生
産
体
制

を
織
り
交
ぜ
て
対
応
」
す
る

方
針
だ
。

間
伐
材
の
固
形

燃
料
化
装
置
開
発

　
タ
ジ
リ
は
、
間
伐
材
の
皮

や
チ
ッ
プ
な
ど
を
固
形
燃
料

化
し
て
押
し
出
す
た
め
の

「
ブ
リ
ケ
ッ
ト
マ
シ
ン

写

真
」
を

月
に
発
売
す
る
。

比
較
的
荒
切
り
の
材
料
を
投

入
し
た
場
合
で
も
、
自
動
で

ブ
リ
ケ
ッ
ト
化
し
て
薪
の
代

替
材
料
に
で
き
る
。
１
時
間

当
た
り
、
約
３
０
０

の

ブ
リ
ケ
ッ
ト
生
産
が
可
能
。

材
料
を
圧
縮
し
て
固
め
る
動

力
に
電
動
ク
ラ
ン
プ
を
用
い

た
。
高
速
で
材
料
を
た
た
く

こ
と
に
よ
り
、
木
に
含
ま
れ

る
リ
グ
ニ
ン
成
分
が
バ
イ
ン

ダ
ー
と
な
り
固
形
化
す
る
仕

組
み
。
「
油
圧
駆
動
を
用
い

た
従
来
型
に
比
べ
て
静
音

で
、
装
置
サ
イ
ズ
も
大
幅
に

小
型
化
」
し
た
。

引
き
戸
向
け
機
械

式
暗
号
錠
開
発

　
長
沢
製
作
所
は
、
サ
ッ
シ

扉
な
ど
左
右
引
き
戸
に
対
応

し
た
自
動
施
錠
の
機
械
式
暗

号
錠
「
引
き
戸
式
キ
ー
レ
ッ

ク
ス

写
真
」
を

月
に
発

売
す
る
。
左
右
引
き
戸
を
完

全
に
閉
め
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
磁
石
の
作
用
で
自
動

ロ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
。
外
部

か
ら
は
暗
証
番
号
の
入
力
も

し
く
は
鍵
を
用
い
て
開
け
ら

れ
、
室
内
か
ら
は
回
転
つ
ま

み
を
ひ
ね
る
だ
け
で
解
錠
す

る
。
価
格
は
取
り
付
け
工
事

費
を
含
め
て
３
万
円
予
定
。

鉄
道
駅
ホ
ー
ム
上
乗
務
員
待

合
室
や
介
護
施
設
、
学
校
向

け
へ
の
販
売
を
見
込
む
。

回
線
光
通
信

制
御
ユ
ニ
ッ
ト

　
七
星
科
学
研
究
所
の
七
星

科
学
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
最

大
で

回
線
の
制
御
信
号
を

一
芯
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
単

方
向
送
受
信
で
き
る
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
光
通
信
機
器
シ
リ
ー

ズ
写
真
を
発
売
し
た
。
シ

ー
ケ
ン
サ
ー
な
ど
ス
イ
ッ
チ

の
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
信
号
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
や
り
と
り
で

き
る
。
空
港
の
よ
う
な
大
規

模
施
設
の
照
明
装
置
遠
隔
制

御
な
ど
に
向
く
。
価
格
は
、

送
受
信
機
１

で

品

が

万
円
、
同

品
で

万
円
。
こ
の
ほ
か
、

回

線
対
応
の
同
双
方
向
通
信
機

も
用
意
し
た
。

タ
イ
工
場
稼
働
へ

　
シ
バ
サ
キ
製
作
所
は
、
東

京
鋲
兼
と
の
折
半
出
資
で
タ

イ
の
サ
ラ
ブ
リ
県
に
設
立
し

た
「
シ
バ
サ
キ
Ｔ
Ｂ
タ
イ
ラ

ン
ド
」
を

月
に
稼
働
す

る
。
工
場
は
、
延
べ
床
面
積

約
１
２
０
０
平
方

。
当
面

は
、
本
社
工
場
か
ら
移
設
し

た
自
動
旋
盤
を
用
い
て
、
自

動
車
の
エ
ン
ジ
ン
や
ブ
レ
ー

キ
な
ど
向
け
機
能
部
品
の
量

産
化
準
備
を
進
め
る
。
稼
働

時
の
従
業
員
規
模
は

人
ほ

ど
を
予
定
。

直
立
走
行
　
　

自
動
二
輪
車
発
売

　
東
洋
パ
ー
ツ
は
、
自
社
開

発
し
た
直
立
走
行
の
自
動
二

輪
車
「
ホ
イ
ー
ル
ウ
ォ
ー
カ

ー

写
真
は
試
作
機
」
を
商

品
化
す
る
。
興
電
舎
、
ア
ー

ル
デ
ィ
エ
ス
の
２
社
と
協

調
。
デ
ザ
イ
ン
を
洗
練
し
小

型
化
。
発
売
は
年
内
を
予
定

し
て
い
る
。

　
重
力
セ
ン
サ
ー
を
制
御
に

取
り
入
れ
て
お
り
、
人
が
上

に
乗
っ
て
も
倒
れ
ず
前
後
左

右
に
自
立
走
行
で
き
る
乗
り

物
。
社
内

モ
ノ
づ
く

り
サ
ー
ク

ル
活
動
の

一
環
と
し

て
開
発
さ

れ
た
。

タ
イ
で

ス
リ
ッ
ト
加
工

　
垣
堺
精
機
は
、
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
近
郊
の
パ
ト
ム
タ
ー

ニ
市
に
子
会
社
工
場
を
設
置

し
た
。

月
に
は
、
ス
リ
ッ

タ
ー
マ
シ
ン

写
真

の
導

入
を
完
了
す
る
。
以
降
、
自

動
車
や
電
子
部
品
関
連
の
現

地
日
系
メ
ー
カ
ー
向
け
な
ど

に
各
種
金
属
コ
イ
ル
の
分
割

切
断
／
巻
き
取
り
加
工
の
請

け
負
い
を
開
始
す
る
予
定
。

１
０
０
分
の
３

厚
以
下

の
薄
物
金
属
ロ
ー
ル
の
加
工

が
中
心
と
な
る
見
込
み
。
受

託
加
工
が
軌
道
に
乗
り
次

第
、
装
置
の
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

生
産
に
着
手
す
る
ほ
か
、
東

南
ア
ジ
ア
全
域
を
に
ら
ん
だ

営
業
の
核
拠
点
と
す
る
考
え

だ
。

ホ
ン
ダ
寄
居
工
場

向
け
都
市
ガ
ス
供
給

　
武
州
ガ
ス
は
、
寄
居
町
に

進
出
す
る
ホ
ン
ダ
の
工
場
向

け
に
、
周
辺
で
の
都
市
ガ
ス

網
整
備
を
進
め
て
来
た
。
７

月
に
稼
働
し
た
同
工
場
で
は

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設

向
け
、
塗
装
の
乾
燥
工
程
や

ボ
イ
ラ
向
け
な
ど
に
主
な
ガ

ス
需
要
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。同
社
で
は
、同
エ
リ
ア
周

辺
に
整
備
し
た
都
市
ガ
ス
網

を
、
被
災
時
な
ど
に
備
え
て

ル
ー
プ
化
す
る
計
画
。
越
生

―
小
川
間
の
約

区
間

に
ガ
ス
管
を
敷
設
す
る
こ
と

で
、
今
後
３
年
以
内
に
ル
ー

プ
化
を
完
了
す
る
予
定
だ
。

排
水
設
備
不
要
の
ダ
イ

カ
ス
ト
向
け
離
型
剤

　
青
木
科
学
研
究
所
の
主
力

製
品
「
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
向

け
油
性
離
型
剤
」
の
販
売
が

好
調
だ
。
同
離
型
剤
は
４
０

０
度
Ｃ
の
高
温
で
も
油
膜
が

形
成
で
き
、
水
溶
性
に
比
べ

使
用
量
が
１
０
０
０
分
の
１

程
度
で
済
み
、
廃
液
も
出
な

い
特
性
を
持
つ
。
国
内
外
の

大
手
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー

や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
相
次

い
で
採
用
を
決
め
て
い
る
。

　
海
外
で
建
設
中
の
ダ
イ
カ

ス
ト
工
場
に
、
同
離
型
剤
の

採
用
を
決
め
た
国
内
自
動
車

メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。
同
離
型

剤
を
採
用
す
る
こ
と
で
「
排

水
設
備
が
不
要
に
な
る
点
が

評
価
さ
れ
た
」
と
い
う
。

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

溶
接
機
新
規
導
入

　
野
火
止
製
作
所
は

月
、

ト
ル
ン
プ
製
フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
ー
溶
接
機
を
新
規
導
入

す
る
。
導
入
済
み
の
出
力
３

の
ト
ル
ン
プ
製
フ
ァ
イ

バ
ー
レ
ー
ザ
ー
装
置
「
Ｔ
ｒ

ｕ
Ｌ
ａ
ｓ
ｅ
ｒ
１
０
３
０
ｆ

ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

写
真
」
と
連
動

し
て
利
用
す
る
。
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
と
溶
接
機
を
連
動
し

て
使
う
こ
と
で
、
段
取
り
替

え
が
少
な
く
て
済
む
。
「
フ

ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
出
力
に

よ
り
発
熱
を
抑
え
ら
れ
、
薄

板
を
曲
げ
ず
溶
接
で
き
る
」

と
い
う
。
主
力
の
看
板
加
工

事
業
で
の
内
製
化
率
向
上
と

と
も
に
、
内
装
機
器
関
連
向

け
な
ど
板
金
事
業
の
領
域
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
。

白
河
工
場
で

増
設
投
資

　
日
本
伸
管
が
２
月
に
設
立

し
た
タ
イ
生
産
子
会
社
「
日

本
伸
管
タ
イ
ラ
ン
ド
」
の
滑

り
出
し
が
順
調
だ
。
タ
イ
国

内
向
け
に
複
写
機
用
の
精
密

ア
ル
ミ
伸
管
品
の
量
産
を
軌

道
に
載
せ
て
お
り
、
自
動
車

部
品
向
け
ア
ル
ミ
丸
棒
引
き

抜
き
加
工
品
で
も
商
談
が
相

次
ぐ
。
年
内
の
単
体
黒
字
化

も
視
野
に
入
る
。
従
業
員
数

も
全

人
に
増
え
た
。

　
福
島
県
の
白
河
工
場
で
も

工
場
の
拡
張
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
増
設
予
定
の
新
工
場

棟
で
は
、
直
径
３
５
０

の
大
口
径
ア
ル
ミ
伸
管
品
を

生
産
す
る
計
画
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
工
場
稼
働

　
埼
玉
富
士
は
ベ
ト
ナ
ム
の

子
会
社
工
場
「
ア
リ
オ
ン
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ト
ナ

ム
」
を
稼
働
し
た
。
ハ
ノ
イ

近
郊
で
お
よ
そ
１
年
か
け
、

制
御
リ
レ
ー
・
電
磁
開
閉
器

な
ど
の
量
産
化
準
備
を
進
め

て
い
た
。
ま
た
、
国
内
で

は
、
Ｆ
Ａ
装
置
部
門
が
好
調

だ
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

開
発
し
た
精
密
加
工
用
レ
ー

ザ
ー
装
置
も
徐
々
に
知
名
度

を
上
げ
て
い
る
。

竜
巻
被
災
事
業
者

へ
復
旧
支
援

　
武
蔵
野
銀
行
は
３
日
、
竜

巻
被
災
事
業
者
向
け
融
資
メ

ニ
ュ
ー
「
む
さ
し
の
災
害
復

旧
支
援
融
資
」
の
取
り
扱
い

を
始
め
た
。
利
率
は
変
動
金

利
、
融
資
金
額
は
５
０
０
０

万
円
以
内
。
資
金
使
途
は
設

備
資
金
と
運
転
資
金
。
返
済

期
間
は
１
カ
月
以
上
７
年
以

内
で
、
６
カ
月
以
内
の
据
え

置
き
が
可
能
だ
。

新
工
場
を

飯
能
に
建
設

　
新
電
元
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
市
内
に
新
工
場
を
建
設

す
る
。
建
機
や
医
療
機
器
向

け
な
ど
に
出
荷
が
好
調
な
ソ

レ
ノ
イ
ド
製
品
の
増
産
を
図

る
。
現
在

月
の
完
成
を
目

指
し
て
お
り
、
稼
働
は
２
０

１
４
年
１
月
と
な
る
見
込

み
。
総
投
資
額
は
お
よ
そ
６

億
円
。
新
工
場
の
稼
働
に
よ

り
、
２
０
１
６
年
３
月
期
ま

で
に
売
上
高
を

億
円
超

２
０
１
２
年
３
月
期
同

億
円

に
伸
ば
す
計
画
。

　
「
新
た
に
ソ
レ
ノ
イ
ド
バ

ル
ブ
の
ユ
ニ
ッ
ト
製
品
の
量

産
化
や
、
電
気
自
動
車
向
け

需
要
の
掘
り
起
こ
し
」
も
進

め
る
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
向
け
超
微

細
温
度
セ
ン
サ
ー

　
ネ
ツ
シ
ン
は
、
ア
ン
プ
ル

を
用
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
増
幅
や
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
の
培
養
に
用
い
る

サ
ー
マ
ル
サ
イ
ク
ラ
装
置
向

け
な
ど
に
、
業
界
最
小
ク
ラ

ス
の
白
金
測
温
抵
抗
体
温
度

セ
ン
サ
ー

写
真

を
産
業

技
術
総
合
研
究
所
と
共
同
で

開
発
し
た
。
感
温
部
の
寸
法

を
０
・
５

と
自
社
最
小

品
比
で
５
分
の
１
に
小
型
化

外
径
は
自
社
最
小
品
と
同

等
の
０
・
４

し
た
。

数
十

程
度
の
微
量
培
養

液
内
へ
、
感
温
部
の
完
全
な

含
浸
を
可
能
に
す
る
こ
と
で

精
度
誤
差

０
・
１
度
Ｃ

以
内
の
温
度
測
定
を
可
能
に

し
た
。
こ
れ
ま
で
サ
ー
マ
ル

サ
イ
ク
ラ
装
置
に
よ
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
複
製
装
置
な
ど
に
は
、
微

細
化
が
容
易
な
熱
電
対
温
度

セ
ン
サ
ー
が
使
わ
れ
て
い
た

が
、
精
度
誤
差
が

０
・

５
度
Ｃ
程
度
だ
っ
た
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
ベ
ー
カ

リ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展

　
マ
ス
ダ
ッ
ク
は
、

月
６

日
か
ら
米
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開

催
さ
れ
る
世
界
最
大
規
模
の

ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ー
「
Ｉ
Ｂ

Ｉ
Ｅ
」
に
出
展
す
る
。
日
本

独
自
の
菓
子
や
生
産
技
術
を

欧
米
人
好
み
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
形
で
、
北
米
・
中
南
米
の

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
に
向
け

て
提
案
を
行
う
。
注
目
は
、

欧
米
市
場
を
に
ら
み
大
量
生

産
を
可
能
に
し
た
人
形
焼
焼

成
機
「
マ
ン
ジ
ュ
ウ
フ
ァ
ン

ケ
ー
キ
マ
シ
ン
」
だ
。
会
場

で
は
、
毎
時
７
２
０
０
個
の

生
産
能
力
を
持
つ
同
機
を
用

い
て
ラ
イ
ン
製
造
実
演
、
試

食
を
行
う
。

深
絞
り
で

年
の
伝
統

　
吉
野
プ
レ
ス
工
場
は
、
鋼

板
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
に
成

形
す
る
深
絞
り
加
工
を
得
意

と
す
る
。
大
正

年
の
創
業

以
来
、
同
量
産
化
技
術
を
磨

い
て
き
た
。
保
有
設
備
で
は

深
絞
り
対
応
の
２
０
０

―

５
０
０

の
大
型
タ
ン
デ
ム

プ
レ
ス
機
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
そ
ろ
え
て
い
る
。
主
な
加

工
品
目
は
、
燃
料
タ
ン
ク
・

自
動
車
部
品
・
医
療
機
器
な

ど
。
近
年
の
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
る
高
張
力
鋼
板
の
プ
レ

ス
加
工
に
も
対
応
す
る
。


